
第 1 0 8 6回 教 育 委 員 会 

 

令和２年７月16日  

県庁舎教育委員室  

 

１ 開   会    午後２時 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 会期の決定 

 

４ 報   告 

（１） 「英語教育実施状況調査」の結果について     （義務教育課） 

（２）  令和３年度使用教科用図書について（高校教育課・特別支援教育課） 

 

５ 議   題 

議第１号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第29条の規定に基づ

く意見に係る臨時専決処理の承認について    （教育政策課） 

議第２号 教育職員の業務量の適切な管理等に関する規則の制定について 

                （教職員課） 

議第３号 「山形県事務処理の特例に関する条例に基づき市町村が処理す

る教育委員会の権限に属する事務の範囲を定める規則の一部を改

正する規則」の制定について          （教職員課） 

議第４号 令和３年度山形県立高等学校の入学者募集について 

 （高校教育課） 

議第５号 山形県社会教育委員の委嘱について （生涯教育・学習振興課） 

議第６号 教職員の人事について             （教職員課） 

 

６ 閉   会 



令和元年度「英語教育実施状況調査」の結果について 

令和元年度に文部科学省が実施した「英語教育実施状況調査」について、令和２年７

月 15 日（水）に公表されることになりましたので、その結果の概要を報告します。 

１ 概 要 （基準日：令和元年 12 月 1 日 対象：全国全ての公立小・中・高等学校） 

２ 今後の取組み 

生徒のリスニング力とスピーキング力の強化に向けた、市町村教育委員会
との連携による教員の指導力の向上 

〇市町村教育委員会訪問による情報の共有と支援体制の構築 

〇英語担当指導主事のいない市町村教育委員会への県教委による支援 

〇指導力を向上させるための研修会（ＧＴＥＣの体験を含む）の実施 

〇本県事業の協力校や成果の上がった学校の優れた実践事例の発信 

〇授業改善に向けた具体的な指導に関する資料や動画の発信 

＜生徒の英語力＞ （ ）内は全国 

CEFR の A1 以上の中学３年生 CEFR の A2 以上の高校３年生 

29 年度 ３３．９％（４０．７％） ４４．８％（３９．３％） 

30 年度 ３６．４％（４２．６％） ４３．２％（４０．２％） 

R1 年度 ３４．８％（４４．０％） ４４．３％（４３．６％） 

※CEFR ：英語力の国際的な基準。学習指導要領の目標は CEFR を参考に作成されている。
※中学校：A1（英検３級等を取得または同等の英語力）以上を有する生徒の割合
※高 校：A2（英検準２級等を取得または同等の英語力）以上を有する生徒の割合

＜教員の英語力＞  （ ）内は全国 

CEFR の B2 以上の中学校教員 CEFR の B2 以上の高等学校教員 

29 年度 ２４．８％（３３．６％） ５９．０％（６５．４％） 

30 年度 ２９．１％（３６．２％） ６０．３％（６８．２％） 

R1 年度 ２５．２％（３８．１％） ７１．３％（７２．０％） 

※CEFR B2 ：英検準１級以上又は TOEFL PBT５５０点以上、TOEFL CBT２１３点以上、
TOEFL iBT８０点以上、TOEIC７３０点以上等 

＜CAN-DO リストによる学習到達目標の設定状況＞  （ ）内は全国 

中学校 高等学校 

29 年度 ７４．５％（８５．９％） １００％（９４．５％） 

30 年度 ９３．９％（９０．０％） １００％（９５．０％） 

R1 年度 １００．０％（９２．３％） １００％（９６．０％） 

※ＣＡＮ－ＤＯリスト：「言語を用いて何ができるか」という観点に基づいて、児童・生徒に求め
られる英語力を達成するための学習到達目標を、4 技能別で「～することができる」という形
で設定し、リスト化したもの。

＜パフォーマンステストの実施状況＞ （ ）内は全国 ※高校(H30)は、R2.7.10 付で訂正

中学校 高等学校 

30 年度 ８０．９％（８３．７％） ３７．４％  

R1 年度 ８３．６％（８６．１％） ３６．２％ 

※「話すこと」「書くこと」の両方のテストを行っている割合（中：全学年 高：全学科）

＜生徒の英語を用いた言語活動の割合＞ （ ）内は全国 

中学校 高等学校 

30 年度 ７０．２％（７６．７％） ５５．２％ 

R1 年度 ７８．４％（７９．０％） ５６．５％  

※授業の半分以上の時間、生徒が言語活動を行っていると回答した教員の割合

＜小・中連携の状況＞（ ）内は全国 ＜中・高連携の状況＞（ ）内は全国 

30 年度 ７０．４％（８０．６％） ５７．１％（３０．１％） 

R1 年度 ８０．２％（８２．０％） ６４．３％（２９．７％） 
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【資料 1】 

令和３年度使用県立学校教科書について 

教科書が使用されるまでの基本的な流れ 

１ 基本的な流れ 

２ 教科書の採択 

（１） 採択の権限

ア 公立学校で使用される教科書 所管の教育委員会 

  【地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号】 

イ 国立又は私立学校で使用される教科書 校長 

（２） 県立学校の令和３年度使用教科書採択に関する基本方針

使用する教科書を、教科書目録の中から選び出し決定すること 

 県立学校の教科用図書は、校長が学校の教育目標、教育課程及び児童生徒の 
実態に応じて選定したものの中から、県教育委員会が審査し採択する。 
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令和３年度使用県立学校教科書採択までの流れ 

 

１ 各県立学校における教科書の調査研究・・・４月～７月 

（１）見本本による調査研究  
（２）「教科書編修趣意書」による調査研究 

    教科書目録（令和３年度使用）に掲載されている教科書の調査研究 
「中学校用教科用図書選定資料」に掲載されている教科書の調査研究 

（県立中学校） 
    「山形県一般図書一覧」に掲載されている教科書の調査研究（特別支援学校） 
    ※令和元年度検定において合格した図書１０６点（県立中学校） 

※法定教科書展示会（６月１２日から１４日間） 
 

２ 「教科書選定委員会」の設置・・・４月～ 

（１）すべての県立学校に設置 
（２）公正の確保及び選定事務の適正化 
（３）学校の特色や児童・生徒の実態、指導目標、教育課程を踏まえた組織的な 

教科書の選定 
 
３ 教科書審査の実施・・・高校、中学とも７月中旬～ 

教育委員会事務局の指導主事が、次のことを行う。 
（１）各校の教育課程表との照合 
（２）選定理由の確認後、指導・助言 

 
４ 教科書採択について教育委員への報告・・・７月１６日（木）定例教育委員会 

 
 ５ 教育委員会付議資料作成作業・・・８月上旬～８月中旬 
（１）教育委員会に付議するための資料の作成（選定一覧表及び選定理由書） 

 
６ 教育委員による教科書研究 

・・・県立特別支援学校小学部、中学部、県立中学校用  

８月２４日（月）【予定】定例教育委員会 

・・・県立特別支援学校高等部、県立高等学校用  

９月１０日（木）【予定】定例教育委員会 

（１）各校の教科書選定理由書による教科書研究 
   ア 県立学校教科書選定状況の確認 
   イ 県立学校教科書選定の観点（学校の特色や児童・生徒の実態を踏まえた選

定の方針等）の検討 
   ウ 県立学校において選定率が高い教科書の選定理由の検討 

 

７ 教育委員会に令和３年度使用教科用図書の採択について付議 

・・・県立中学校、県立特別支援学校小学部、中学部 

８月２４日（月）【予定】定例教育委員会 

・・・県立高等学校  ９月１０日（木）【予定】定例教育委員会 

 

【資料２】 
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８ 義務教育諸学校（県立中学校、県立特別支援学校小学部、中学部）における 

令和３年度使用教科用図書の採択期限・・・８月３１日 

９ 県立学校における令和３年度使用教科用図書需要数集計作業・・・９月上旬 

（１）県立中学校、特別支援学校並びに県内すべての高等学校用教科書（県立・

市立・私立・高専で使用）の学校別・教科別需要数の集計及び発行者別需要

数の集計

10 文部科学大臣へ令和３年度使用教科用図書需要数報告・・・期限 9 月 16 日 
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【資料３】 

山形県立特別支援学校で使用する教科用図書 

特別支援学校で使用している教科書は、大きく以下の３つに分類される。 

１ 文部科学省検定済教科書 

□文部科学省の検定を経た教科書

→ 文部科学省「小学校用教科書目録」「中学校用教科書目録」

「高等学校用教科書目録」より採択 

２ 文部科学省著作教科書 

□文部科学省が著作の名義を有する教科書

特別支援学校用の教科書が発行されていないため、文部科学省で編集した教科書

(1) 特別支援学校視覚障害者用［点字版］ １の検定済教科書を点字訳したもの

小学部用「国語」「社会」「算数」「理科」「外国語（音楽）」「道徳」 

中学部用「国語」「社会（地理的分野）「社会（歴史的分野）」 

「社会（公民的分野）」「数学」「理科」「外国語（英語）」 

「道徳」 

(2) 特別支援学校聴覚障害者用

小学部用「言語指導」 

中学部用「言語」 

(3) 特別支援学校知的障害者用

小学部用「こくご☆～☆☆☆」「さんすう☆～☆☆☆」「おんがく☆～☆☆☆」 

中学部用「国語☆☆☆☆」「数学☆☆☆☆」「音楽☆☆☆☆」 

「国語☆☆☆☆☆」「数学☆☆☆☆☆」「音楽☆☆☆☆☆」 

→ 文部科学省「特別支援学校用（小・中学部）教科書目録」より採択

３ 一般図書（特別支援学校・特別支援学級用） 

□文部科学省著作教科書に加え、児童生徒の実態に応じるため、学校教育法附則第

９条により、１・２以外に市販の一般図書を使用することができる。

(1) 絵本等の図書

→山形県教育委員会作成「令和３年度用 特別支援学校（特別支援学級）用

一般図書一覧」より選定

(2) 点字版教科書 「地図」「音楽」「保健体育」「家庭科」「技術・家庭」

の検定済教科書を点字訳したもの 

(3) 拡大教科書 検定教科書を拡大したもので弱視児童生徒用 
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【参考資料Ａ】
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【参考資料Ｂ】
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